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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも第１の時系列及び第２の時系列において励起光を発光する励起光源と、
　少なくとも第３の時系列において少なくとも１種の色のレーザを含む補償光を発光する
補償光源と、
　第１の時系列及び第２の時系列において、前記励起光の照射下で少なくとも２種の異な
る色の光を時系列的に発生する第１の領域と、少なくとも第３の時系列において、前記補
償光を透過させる第２の領域とを少なくとも含む回転カラーホイールと、
　を含み、
　前記少なくとも２種の異なる色の光は、少なくとも１種の広スペクトルの蛍光を含み、
前記少なくとも１種の色のレーザは前記蛍光又は前記蛍光から分光された光を補償し、
　前記少なくとも１種の色のレーザのスペクトル範囲と前記蛍光のスペクトル範囲とは一
部重なる
　ことを特徴とする光源システム。
【請求項２】
　前記蛍光のスペクトル範囲が４８０ｎｍ～７００ｎｍであることを特徴とする請求項１
に記載のシステム。
【請求項３】
　前記補償光源は、第１の補償光を発光する第１の補償光源と、第２の補償光を発光する
第２の補償光源とを含むことを特徴とする請求項２に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記励起光源を、第１の時系列及び第２の時系列においてオンにし、第３の時系列にお
いてオフにするように制御し、前記補償光源を、第３の時系列においてオンにし、第１の
時系列及び第２の時系列においてオフにするように制御するコントローラをさらに含むこ
とを特徴とする請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　前記第１の領域は、蛍光カラーセグメント及び反射カラーセグメントを含み、
　第１の時系列において前記反射カラーセグメントが前記励起光を反射し、第２の時系列
において前記蛍光カラーセグメントが前記励起光の照射下で黄色光を発生し、第３の時系
列において前記第２の領域が前記第１の補償光及び第２の補償光を透過させることを特徴
とする請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記蛍光カラーセグメントは黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグメントであり、
　前記反射カラーセグメントは光散乱粉末を有するカラーセグメントであり、
　前記第２の領域は透過型拡散カラーセグメントであることを特徴とする請求項５に記載
のシステム。
【請求項７】
　前記励起光源及び補償光源が前記回転カラーホイールの両側に設置される場合に、前記
光源システムは、少なくとも一つの領域コーティングフィルタをさらに含み、前記領域コ
ーティングフィルタが前記励起光源と回転カラーホイールとの間に設置されており、前記
領域コーティングフィルタが前記励起光、被励起光及び補償光を反射することを特徴とす
る請求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記光源システムは、コントローラをさらに含み、
　前記コントローラは、以下のように制御するためのものであり、
　前記励起光源を、第１の時系列及び第２の時系列においてオンにし、第３の時系列にお
いてオフにするように制御し、または、前記励起光源を常時オンにするように制御し、
　前記第１の補償光源を、第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系
列においてオフにするように制御し、前記第２の補償光源を、第２の時系列及び第３の時
系列においてオンにし、第１の時系列においてオフにするように制御し、または、前記第
２の補償光源を、第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列におい
てオフにするように制御し、前記第１の補償光源を、第２の時系列及び第３の時系列にお
いてオンにし、第１の時系列においてオフにするように制御することを特徴とする請求項
３に記載のシステム。
【請求項９】
　前記励起光源及び補償光源が前記回転カラーホイールの両側に設置される場合に、前記
光源システムは、少なくとも一つの領域コーティングフィルタ及び一つのダイクロイック
ミラーをさらに含み、
　前記領域コーティングフィルタが前記励起光源と回転カラーホイールとの間に設置され
ており、被励起光及び補償光を反射し、
　前記ダイクロイックミラーが前記補償光源と回転カラーホイールとの間に設置されてお
り、前記補償光を透過させて前記励起光を反射することを特徴とする請求項８に記載のシ
ステム。
【請求項１０】
　前記第１の領域は、蛍光カラーセグメント及び透明カラーセグメントを含み、第１の時
系列において前記蛍光カラーセグメントが前記励起光の照射下で黄色光を発生し、第２の
時系列において前記透明カラーセグメントが前記励起光及び第１の補償光を透過させ、ま
たは、第２の時系列において前記透明カラーセグメントが前記励起光及び第２の補償光を
透過させ、
　第３の時系列において前記第２の領域が前記第１の補償光及び第２の補償光を透過させ
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ることを特徴とする請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記蛍光カラーセグメントは黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグメントであり、
　前記透明カラーセグメント及び前記第２の領域は透過型拡散カラーセグメントであるこ
とを特徴とする請求項１０に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記励起光は青色光であり、前記第１の補償光は赤色光であり、前記第２の補償光はシ
アン光であることを特徴とする請求項７又は１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか１項に記載の光源システムと、
　前記異なる色の光を異なる光路に沿って伝送する光に分光し、前記補償光を対応する色
の光と同一光路に沿って伝送させる分光システムと、
　複数個の光変調器を含む光変調システムであって、前記光路から伝送される光を変調す
るように前記光路とそれぞれ対応する光変調システムと、を含むことを特徴とする投影シ
ステム。
【請求項１４】
　前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び反射カラーセグメントを含む場合に、前記
分光システムは、第１の時系列において前記反射後の励起光を第２の光路に沿って伝送さ
せ、第２の時系列において黄色光を第１の光路に沿って伝送される赤色光及び第２の光路
に沿って伝送される緑色光に分光し、第３の時系列において第１の補償光を第１の光路に
沿って伝送させ、第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させることを特徴とする請求項
１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み、かつ、第１
の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、前記分光システム
は、第１の時系列において黄色光を第１の光路に沿って伝送される緑色光及び第２の光路
に沿って伝送される赤色光に分光し、第２の時系列において第１の補償光を第２の光路に
沿って伝送させ、透過後の励起光を第１の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において
前記第１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、第２の補償光を第１の光路に沿って伝
送させることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み、かつ、第２
の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、前記分光システム
は、第１の時系列において黄色光を第１の光路に沿って伝送される赤色光及び第２の光路
に沿って伝送される緑色光に分光し、第２の時系列において透過後の励起光を第１の光路
に伝送させ、第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において第１の
補償光を第１の光路に沿って伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ
ることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記光変調システムは、前記第１の光路から伝送された光を変調する第１の光変調器と
、前記第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器とを含むことを特徴とする
請求項１４から１６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み、かつ、前記
第１の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、前記分光シス
テムは、第１の時系列において黄色光を第１の光路に沿って伝送される緑色光、第２の光
路に沿って伝送される赤色光及び第３の光路に沿って伝送される励起光に分光し、第２の
時系列において第１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、透過後の励起光を第１の光
路及び第３の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において前記第１の補償光を第２の光
路に沿って伝送させ、第２の補償光を第１の光路に沿って伝送させ、前記透過後の励起光
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を第３の光路に沿って伝送させることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み、かつ、前記
第２の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、前記分光シス
テムは、第１の時系列において黄色光を第１の光路に沿って伝送される赤色光、第２の光
路に沿って伝送される緑色光及び第３の光路に沿って伝送される励起光に分光し、第２の
時系列において透過後の励起光を第１の光路及び第３の光路に沿って伝送させ、第２の補
償光を第２の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において第１の補償光を第１の光路に
沿って伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、前記透過後の励起光
を第３の光路に沿って伝送させることを特徴とする請求項１３に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記光変調システムは、前記第１の光路から伝送された光を変調する第１の光変調器と
、前記第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器と、前記第３の光路から伝
送された光を変調する第３の光変調器とを含むことを特徴とする請求項１８又は１９に記
載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタ技術分野に関し、より具体的には、光源システム及び投影シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｏｎ，デジタル光学処理）投
影技術は、ＤＭＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｉｃｒｏ　ｍｉｒｒｏｒ　Ｄｅｖｉｃｅ，デジタ
ルマイクロミラーデバイス）によって可視的なデジタル情報の表示を完成する技術である
。従来のＤＬＰ投影システムでは、一枚式のＤＭＤ又は三枚式のＤＭＤを用いることが一
般であるが、二枚式のＤＭＤ投影システムは発光効率とコストとを両立する利点を有する
ため、二枚式のＤＭＤ投影システムも広く使用されている。
【０００３】
　従来の二枚式のＤＭＤ投影システムは、ほとんど青色レーザで黄色光蛍光体粉末を励起
することにより時系列的な青色光及び黄色光を発生させ、さらに分光・光合成プリズムに
よって黄色光を緑色光および赤色光に分光することにより、投影に必要な赤・緑・青の３
つの基本色光を構成する。しかしながら、緑色光及び赤色光が黄色光から分光された光で
あるので、赤色光及び緑色光の色座標が色域規格から一定の差がある。
【０００４】
　これに基づき、従来技術では、緑色光及び赤色光の色座標をより色域規格に近接させる
ように、レーザ光源を補助光源として二枚式のＤＭＤ投影システムに用いる方式を提供す
る。例えば、赤色レーザを補償光として用いる場合に、赤色レーザ及び青色レーザを共に
黄色蛍光体粉末上に入射させ、赤色レーザが黄色蛍光体粉末を励起しないので、青色光、
黄色光及び赤色レーザの混合光を得ることができ、このように、赤色レーザによって赤色
光の色域を補償して、赤色光の色座標をより色域規格に近接させることができる。しかし
ながら、赤色レーザ等の補償光を蛍光体粉末上に入射すると、補償光が蛍光体粉末の散乱
損失による影響を受け、補償光の利用効率が低くなってしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これを鑑みて、本発明は、従来技術において補償光の利用効率が低いという課題を解決
するように、光源システム及び投影システムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　上記目的を実現するために、本発明は、少なくとも第１の時系列及び第２の時系列にお
いて励起光を発光する励起光源と、少なくとも第３の時系列において補償光を発光して、
発光した補償光が少なくとも１種の色のレーザを含む補償光源と、第１の時系列及び第２
の時系列において、前記励起光の照射下で少なくとも２種の異なる色の光を時系列的に発
生する第１の領域と、少なくとも第３の時系列において、前記補償光を透過させる第２の
領域とを少なくとも含む回転カラーホイールと、を含み、前記少なくとも２種の異なる色
の光は、少なくとも１種の広スペクトルの蛍光を含み、前記少なくとも１種の色のレーザ
は、前記蛍光又は前記蛍光から分光された光を補償する光源システムを提供する。
【０００７】
　好ましくは、前記補償光のスペクトル範囲が前記異なる色の光のスペクトル範囲とは一
部重なっている。
【０００８】
　好ましくは、前記補償光源は、第１の補償光を発光する第１の補償光源と、第２の補償
光を発光する第２の補償光源を含む。
【０００９】
　好ましくは、前記光源システムは、前記励起光源を、第１の時系列及び第２の時系列に
おいてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し、前記補償光源を、第３
の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフにするように制
御するコントローラをさらに含む。
【００１０】
　好ましくは、前記第１の領域は、蛍光カラーセグメント及び反射カラーセグメントを含
み、第１の時系列において前記反射カラーセグメントが前記励起光を反射し、第２の時系
列において前記蛍光カラーセグメントが前記励起光の照射下で黄色光を発生し、第３の時
系列において前記第２の領域が前記第１の補償光及び第２の補償光を透過させる。
【００１１】
　好ましくは、前記蛍光カラーセグメントは黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグメント
であり、前記反射カラーセグメントは光散乱粉末を有するカラーセグメントであり、前記
第２の領域は透過型拡散カラーセグメントである。
【００１２】
　好ましくは、前記励起光源及び補償光源が前記回転カラーホイールの両側に設置される
場合に、前記光源システムは、少なくとも一つの領域コーティングフィルタをさらに含み
、前記領域コーティングフィルタが前記励起光源と回転カラーホイールとの間に設置され
ており、前記励起光、被励起光及び補償光を反射する。
【００１３】
　好ましくは、前記光源システムはコントローラをさらに含み、前記コントローラは、前
記励起光源を、第１の時系列及び第２の時系列においてオンにし、第３の時系列において
オフにするように制御し、または、前記励起光源を常時オンにするように制御して、前記
第１の補償光源を、第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列にお
いてオフにするように制御し、前記第２の補償光源を、第２の時系列及び第３の時系列に
おいてオンにし、第１の時系列においてオフにするように制御し、または、前記第２の補
償光源を、第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフ
にするように制御し、前記第１の補償光源を、第２の時系列及び第３の時系列においてオ
ンにし、第１の時系列においてオフにするように制御する。
【００１４】
　好ましくは、前記励起光源及び補償光源が前記回転カラーホイールの両側に設置される
場合に、前記光源システムは、少なくとも一つの領域コーティングフィルタ及び一つのダ
イクロイックミラーをさらに含み、前記領域コーティングフィルタが前記励起光源と回転
カラーホイールとの間に設置されており、前記被励起光及び補償光を反射し、前記ダイク
ロイックミラーが前記補償光源と回転カラーホイールとの間に設置されており、前記補償
光を透過させて前記励起光を反射する。
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【００１５】
　好ましくは、前記第１の領域は、蛍光カラーセグメント及び透明カラーセグメントを含
み、第１の時系列において前記蛍光カラーセグメントが前記励起光の照射下で黄色光を発
生し、第２の時系列において前記透明カラーセグメントが前記励起光及び第１の補償光を
透過させ、または、第２の時系列において前記透明カラーセグメントが前記励起光及び第
２の補償光を透過させ、第３の時系列において前記第２の領域が前記第１の補償光及び第
２の補償光を透過させる。
【００１６】
　好ましくは、前記蛍光カラーセグメントは黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグメント
であり、前記透明カラーセグメント及び前記第２の領域は透過型拡散カラーセグメントで
ある。
【００１７】
　好ましくは、前記励起光は青色光であり、前記第１の補償光は赤色光であり、前記第２
の補償光はシアン光である。
【００１８】
　本発明は、上記の光源システムと、前記異なる色の光を異なる光路に沿って伝送する光
に分光し、前記補償光を対応する色の光と同一光路に沿って伝送させる分光システムと、
複数個の光変調器を含む光変調システムであって、前記光路から伝送される光を変調する
ように前記光路とそれぞれ対応する光変調システムと、を含む投影システムをさらに提供
する。
【００１９】
　好ましくは、前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び反射カラーセグメントを含む
場合に、前記分光システムは、第１の時系列において前記反射後の励起光を第２の光路に
沿って伝送させ、第２の時系列において前記黄色光を第１の光路に沿って伝送される赤色
光及び第２の光路に沿って伝送される緑色光に分光し、第３の時系列において前記第１の
補償光を第１の光路に沿って伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ
る。
【００２０】
　好ましくは、前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み
、かつ、前記第１の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、
前記分光システムは、第１の時系列において前記黄色光を第１の光路に沿って伝送される
緑色光及び第２の光路に沿って伝送される赤色光に分光し、第２の時系列において前記第
１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、前記透過後の励起光を第１の光路に沿って伝
送させ、第３の時系列において前記第１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、前記第
２の補償光を第１の光路に沿って伝送させる。
【００２１】
　好ましくは、前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み
、かつ、前記第２の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、
前記分光システムは、第１の時系列において前記黄色光を第１の光路に沿って伝送される
赤色光及び第２の光路に沿って伝送される緑色光に分光し、第２の時系列において前記透
過後の励起光を第１の光路に伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ
、第３の時系列において前記第１の補償光を第１の光路に沿って伝送させ、前記第２の補
償光を第２の光路に沿って伝送させる。
【００２２】
　好ましくは、前記光変調システムは、前記第１の光路から伝送された光を変調する第１
の光変調器と、前記第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器とを含む。
【００２３】
　好ましくは、前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み
、かつ、前記第１の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合に、
前記分光システムは、第１の時系列において前記黄色光を第１の光路に沿って伝送される
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緑色光、第２の光路に沿って伝送される赤色光及び第３の光路に沿って伝送される励起光
に分光し、第２の時系列において前記第１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、前記
透過後の励起光を第１の光路及び第３の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において前
記第１の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、前記第２の補償光を第１の光路に沿って
伝送させ、前記透過後の励起光を第３の光路に沿って伝送させる。
【００２４】
　好ましくは、前記第１の領域が蛍光カラーセグメント及び透過カラーセグメントを含み
、かつ、前記第２の補償光源が第２の時系列及び第３の時系列においてオンする場合、前
記分光システムは、第１の時系列において前記黄色光を第１の光路に沿って伝送される赤
色光、第２の光路に沿って伝送される緑色光及び第３の光路に沿って伝送される励起光に
分光し、第２の時系列において前記透過後の励起光を第１の光路及び第３の光路に沿って
伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において前記
第１の補償光を第１の光路に沿って伝送させ、前記第２の補償光を第２の光路に沿って伝
送させ、前記透過後の励起光を第３の光路に沿って伝送させる。
【００２５】
　好ましくは、前記光変調システムは、前記第１の光路から伝送された光を変調する第１
の光変調器と、前記第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器と、前記第３
の光路から伝送された光を変調する第３の光変調器とを含む。
【発明の効果】
【００２６】
　従来技術に比べて、本発明が提供する技術案は、下記の利点を有する。
　本発明が提供する光源システム及び投影システムにおいて、回転カラーホイールは第１
の領域及び第２の領域を含み、第１の領域が前記励起光の照射下で少なくとも２種の異な
る色の光を時系列的に発生し、前記補償光及び前記異なる色の光が投影画像を合成するよ
うに、第２の領域が前記補償光を透過させることにより、補償光を蛍光体粉末に照射する
必要がなく直接に透過させ、補償光の散乱損失が低減され、補償光の利用率が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
　本発明の実施例又は従来技術における技術案をより明らかに説明するために、実施例又
は従来技術の説明において使用する必要がある図面を簡単に紹介する。以下の説明におけ
る図面は本発明の実施例に過ぎず、当業者は進歩性に値する労働を行わなくても、提供す
る図面からその他の図面がさらに得られることが自明である。
【図１】本発明の実施例１が提供する光源システムの構造模式図である。
【図２】本発明の実施例１が提供する回転カラーホイールの構造模式図である。
【図３】本発明の実施例２が提供する光源システムの構造模式図である。
【図４】本発明の実施例２が提供する回転カラーホイールの構造模式図である。
【図５】本発明の実施例３が提供する投影システムの構造模式図である。
【図６】本発明の実施例３が提供する第１の光変調器及び第２の光変調器の制御原理図で
ある。
【図７】本発明の実施例３が提供する励起光源、補償光源、回転カラーホイール、第１の
光変調器及び第２の光変調器のタイミングチャートである。
【図８】本発明の実施例３が提供する投影画像の色域図である。
【図９】本発明の実施例４が提供する投影システムの構造模式図である。
【図１０】本発明の実施例４が提供する第１の光変調器及び第２の光変調器の制御原理図
である。
【図１１】本発明の実施例４が提供する励起光源、補償光源、回転カラーホイール、第１
の光変調器及び第２の光変調器のタイミングチャートである。
【図１２】本発明の実施例４が提供する励起光源、補償光源、回転カラーホイール、第１
の光変調器、第２の光変調器及び第３の光変調器のタイミングチャートである。
【図１３】本発明の実施例４が提供する励起光源、補償光源、回転カラーホイール、第１
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の光変調器、第２の光変調器及び第３の光変調器の他のタイミングチャートである。
【図１４】本発明の実施例４が提供する励起光源、補償光源、回転カラーホイール、第１
の光変調器及び第２の光変調器の他のタイミングチャートである。
【図１５】本発明の実施例４が提供する第１の光変調器及び第２の光変調器の他の制御原
理図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明の実施例における図を参照しながら、本発明の実施例における技術案をは
っきりと完全に説明し、当然ながら、説明する実施例は本発明の一部の実施例に過ぎず、
全ての実施例ではない。本発明における実施例に基づき、当業者は、進歩性に値する労働
を行わない前提で取得した他の実施例の全ては、本発明の保護範囲に含まれる。
【実施例１】
【００２９】
　本実施例は、光源システムを提供する。図１に示すように、当該光源システムは、励起
光源１０１、補償光源１０２及び回転カラーホイール１０３を含み、励起光源１０１は、
発光波長が４４５ｎｍの青色光の半導体レーザ装置であることが好ましく、少なくとも第
１の時系列及び第２の時系列において励起光を発光し、補償光源１０２は、少なくとも第
３の時系列において少なくとも１種の色のレーザを含む補償光を発光し、回転カラーホイ
ール１０３は、第１の時系列及び第２の時系列において、励起光の照射下で少なくとも２
種の異なる色の光を時系列的に発生する第１の領域と、少なくとも第３の時系列において
、補償光を透過させる第２の領域を少なくとも含む。前記少なくとも２種の異なる色の光
は、少なくとも１種の広スペクトルの蛍光を含み、スペクトル範囲が４８０～７００ｎｍ
であり、前記少なくとも１種の色のレーザは前記蛍光又は前記蛍光から分光された光を補
償する。図１に示すように、励起光源１０１及び補償光源１０２がそれぞれ回転カラーホ
イール１０３の両側に設けられ、かつ、当該光源システムは、さらに少なくとも一つの領
域コーティングフィルタを含み、好ましくは領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミ
ラー１０８を含み、当該領域コーティングフィルタ１０７は、励起光源１０１と回転カラ
ーホイール１０３との間に設けられており、励起光、被励起光及び補償光を反射ミラー１
０８に反射し、反射ミラー１０８は励起光、被励起光及び補償光を反射する。また、当該
光源システムは、さらに補償光源１０２と回転カラーホイール１０３との間に順次に設け
られたコリメートレンズ１０９及び集光レンズ１１０と、領域コーティングフィルタ１０
７と励起光源１０１との間に設けられたコリメートレンズ１１１と、領域コーティングフ
ィルタ１０７と回転カラーホイール１０３との間に設けられた集光レンズ１１２を含む。
【００３０】
　本実施例において、補償光源１０２は、第１の補償光を発光する第１の補償光源１０２
１及び第２の補償光を発光する第２の補償光源１０２２を含み、本実施例における第１の
補償光は、主波長が６３８ｎｍの赤色光であり、第２の補償光は、主波長が５２０ｎｍの
シアン光であるが、本発明がこれに限られず、補償光のスペクトル範囲が上記異なる色の
光のスペクトル範囲と一部重なっていればよい。そのうち、第１の補償光源１０２１及び
第２の補償光源１０２２は、半導体レーザ装置又は発光ダイオードであることが好ましい
。
【００３１】
　本実施例において、図２に示すように、回転カラーホイール１０３は、第１の時系列に
おいて励起光を反射する反射カラーセグメント２０１２と、第２の時系列において励起光
の照射下で黄色光を発生する蛍光カラーセグメント２０１１とを含む第１の領域２０１と
、第３の時系列において第１の補償光及び第２の補償光を透過させる第２の領域２０２を
含む。そのうち、蛍光カラーセグメント２０１１は黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグ
メントであり、反射カラーセグメント２０１２は光散乱粉末を有するカラーセグメントで
あり、第２の領域２０２は透過型拡散カラーセグメントである。
【００３２】



(9) JP 6547005 B2 2019.7.17

10

20

30

40

50

　本実施例では、第１の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢは、順次
にコリメートレンズ１１１、領域コーティングフィルタ１０７及び集光レンズ１１２を通
過した後に、回転カラーホイール１０３の反射カラーセグメント２０１２に入射し、当該
反射カラーセグメント２０１２が励起光λＢを領域コーティングフィルタ１０７に反射し
、その後、当該励起光、すなわち青色光λＢが領域コーティングフィルタ１０７及び反射
ミラー１０８により反射された後に分光システムに入る。第２の時系列において、励起光
源１０１が発光した励起光λＢは、回転カラーホイール１０３の蛍光カラーセグメント２
０１１に入射し、当該蛍光カラーセグメント２０１１上の黄色光蛍光体粉末が励起光λＢ

の照射下で黄色光λＹを発生し、黄色光λＹが領域コーティングフィルタ１０７及び反射
ミラー１０８により反射された後に分光システムに入る。第３の時系列において、第１の
補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２及び第２の補償光源１０２２が発光した
第２の補償光λＧ２は、回転カラーホイール１０３の第２の領域２０２に入射し、第２の
領域２０２に透過された後に領域コーティングフィルタ１０７に入射し、その後、当該第
１の補償光、すなわち赤色光λＲ２及び第２の補償光、すなわちシアン光λＧ２は領域コ
ーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に分光システムに入
り、分光システムは異なる色の光を異なる光路に分光し、異なる光変調器が異なる色の光
を変調し、変調後の光を投影画像に合成する。
【００３３】
　なお、本実施例における光源システムは、励起光源１０１を第１の時系列及び第２の時
系列においてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し、補償光源１０２
を第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフにするよ
うに制御するコントローラをさらに含む。
【００３４】
　これによりわかるように、赤色光λＲ１及び赤色光λＲ２は時系列で混合された後、赤
色光の色域が増大することができ、同様に、シアン光λＧ２及び緑色光λＧ１が時系列で
混合された後、緑色光の色域が増大することができ、合成された投影画像がよりＤＣＩ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ，デジタル著作権識別子シ
ステム）規格及びＲＥＣ．７０９規格を満たし、かつ、異なるプロジェクタに対しても、
その色座標をＤＣＩ規格及びＲＥＣ．７０９規格の緑色光色座標及び赤色光色座標に近づ
けるように補正して、異なる投影システムの色域を一致させることができる。
【００３５】
　本実施例が提供する光源システムにおいて、補償光が第２の領域を透過した後、異なる
色の光と投影画像に合成し、補償光が蛍光体粉末に照射する必要がなく直接に透過するよ
うになり、光源システムは、投影画像色域を補正した上、補償光の散乱損失が低減さて、
補償光の利用率が向上する。
【実施例２】
【００３６】
　本実施例は光源システムを提供し、本実施例における光源システムは、上記実施例が提
供する光源システムの構造とほぼ同じであり、その相違点は、本実施例における回転カラ
ーホイール４０３が、図３に示すように、第１の領域４０４と第２の領域４０５とを含む
。第１の領域４０４は、第１の時系列において励起光の照射下で黄色光を発生する蛍光カ
ラーセグメント４０４１と、第２の時系列において励起光及び第１の補償光を透過させ、
または、第２の時系列において励起光及び第２の補償光を透過させる透明カラーセグメン
ト４０４２とを含む。第２の領域４０５は、第３の時系列において第１の補償光及び第２
の補償光を透過させる。具体的に、蛍光カラーセグメント４０４１は、黄色光蛍光体粉末
を有するカラーセグメントであり、透明カラーセグメント４０４２及び第２の領域４０５
は、透過型拡散カラーセグメントである。
【００３７】
　図４に示すように、本実施例における光源システムは、少なくとも一つのダイクロイッ
クミラー、例えばダイクロイックミラー１１４及び１１５をさらに含み、ダイクロイック
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ミラー１１４は、補償光源１０２と回転カラーホイール４０３との間に設置されており、
補償光を透過させて励起光を反射するものであり、ダイクロイックミラー１１５は、補償
光及び被励起光を透過させ、励起光を反射するものである。
【００３８】
　本実施例において、第１の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢはコ
リメートレンズ１１１、領域コーティングフィルタ１０７及び集光レンズ１１２を順次に
通過した後に回転カラーホイール４０３の蛍光カラーセグメント４０４１に入射し、当該
蛍光カラーセグメント４０４１上の黄色光蛍光体粉末が励起光λＢの照射下で黄色光λＹ

を発生し、黄色光λＹが領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反
射された後に、分光システムに入る。第２の時系列において、励起光源１０１が発光した
励起光λＢは回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４２に入射し、当該
励起光、すなわち青色光λＢは、回転カラーホイール４０３を透過した後、ダイクロイッ
クミラー１１４及び１１５により反射されて分光システムに入り、同時に、第２の時系列
において、第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２がダイクロイックミラ
ー１１４を透過した後に、回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４２に
入射し、当該第１の補償光λＲ２は、回転カラーホイール４０３を透過した後に、領域コ
ーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に分光システムに入
る。第３の時系列において第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２及び第
２の補償光源１０２２が発光した第２の補償光λＧ２は、回転カラーホイール４０３の第
２の領域４０５に入射し、第２の領域４０５により透過された後に領域コーティングフィ
ルタ１０７に入射し、その後、当該第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２及び第２の補償
光、すなわちシアン光λＧ２が領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８に
より反射された後に分光システムに入り、分光システムが異なる色の光を異なる光路に分
光し、異なる光変調器は、異なる色の光を変調し、変調後の光を投影画像に合成する。
【００３９】
　なお、本実施例における光源システムは、コントローラをさらに含み、当該コントロー
ラは、励起光源１０１を常時オンにするように制御し、または励起光源１０１を第１の時
系列及び第２の時系列においてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し
、第２の補償光源１０２２を第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時
系列においてオフにするように制御し、第１の補償光源１０２１を第２の時系列及び第３
の時系列においてオンにし、第１の時系列においてオフにするように制御する。
【００４０】
　本発明のその他の実施例において、コントローラは、励起光源１０１を常時オンにする
ように制御し、または励起光源１０１を第１の時系列及び第２の時系列においてオンにし
、第３の時系列においてオフにするように制御し、第１の補償光源１０２１を第３の時系
列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフにするように制御し、
第２の補償光源１０２２を第２の時系列及び第３の時系列においてオンにし、第１の時系
列においてオフにするように制御する。
【００４１】
　本実施例が提供する光源システムは、第１の補償光によって赤色光の色域を補償し、第
２の補償光によって緑色光の色域を補償し、かつ、補償光が蛍光体粉末上に照射する必要
がなく直接に透過することにより、投影画像の色域を補正した上、補償光の散乱損失が低
減され、補償光の利用率が向上する。
【実施例３】
【００４２】
　本実施例は投影システムを提供し、図５に示すように、当該投影システムは、励起光源
１０１、補償光源１０２、回転カラーホイール１０３、分光システム１０４、第１の光変
調器１０５及び第２の光変調器１０６を含む。そのうち、励起光源１０１は、発光波長が
４４５ｎｍの青色光の半導体レーザ装置であることが好ましく、少なくとも第１の時系列
及び第２の時系列において励起光を発光し、補償光源１０２は、少なくとも第３の時系列
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において補償光を発光し、回転カラーホイール１０３は、少なくとも、第１の時系列及び
第２の時系列において、励起光の照射下で少なくとも２種の異なる色の光を時系列的に発
生する第１の領域と、補償光が異なる色の光と投影画像を合成するように、第３の時系列
において、補償光を透過させる第２の領域とを含み、分光システム１０４は、異なる色の
光を第１の光路に沿って伝送される光及び第２の光路に沿って伝送される光に分け、補償
光と、対応する色の光とを同一光路に沿って伝送させる。本実施例において光変調システ
ムは、第１の光路に沿って伝送される光を変調する第１の光変調器１０５と、第２の光路
に沿って伝送される光を変調する第２の光変調器１０６とを含む。
【００４３】
　図５に示すように、励起光源１０１及び補償光源１０２がそれぞれ回転カラーホイール
１０３の両側に設けられており、かつ、当該投影システムは、少なくとも一つの領域コー
ティングフィルタをさらに含み、好ましくは領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミ
ラー１０８を含む。当該領域コーティングフィルタ１０７は、励起光源１０１と回転カラ
ーホイール１０３との間に設けられており、励起光、被励起光及び補償光を反射ミラー１
０８に反射するものであり、反射ミラー１０８は、励起光、被励起光及び補償光を分光シ
ステム１０４に反射するものである。また、当該投影システムは、さらに補償光源１０２
と回転カラーホイール１０３との間に順次に設置されているコリメートレンズ１０９及び
集光レンズ１１０と、領域コーティングフィルタ１０７と励起光源１０１との間に設置さ
れているコリメートレンズ１１１と、領域コーティングフィルタ１０７と回転カラーホイ
ール１０３との間に設置されている集光レンズ１１２と、を含む。
【００４４】
　本実施例において、補償光源１０２は、第１の補償光を発光する第１の補償光源１０２
１と、第２の補償光を発光する第２の補償光源１０２２とを含む。本実施例における第１
の補償光は、主波長が６３８ｎｍの赤色光であり、第２の補償光は、主波長が５２０ｎｍ
のシアン光であるが、本発明はこれに限られず、補償光のスペクトル範囲が上記異なる色
の光のスペクトル範囲と一部重なっていればよい。そのうち、第１の補償光源１０２１及
び第２の補償光源１０２２は、半導体レーザ装置又は発光ダイオードであることが好まし
い。
【００４５】
　本実施例において、図２に示すように、回転カラーホイール１０３は第１の領域２０１
と第２の領域２０２とを含む。第１の領域２０１は、第１の時系列において励起光を反射
する反射カラーセグメント２０１２と、第２の時系列において励起光の照射下で黄色光を
発生する蛍光カラーセグメント２０１１とを含む。第２の領域２０２は第３の時系列にお
いて第１の補償光及び第２の補償光を透過させる。そのうち、蛍光カラーセグメント２０
１１は、黄色光蛍光体粉末を有するカラーセグメントであり、反射カラーセグメント２０
１２は光散乱粉末を有するカラーセグメントであり、第２の領域２０２は透過型拡散カラ
ーセグメントである。
【００４６】
　本実施例では、第１の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢは、コリ
メートレンズ１１１、領域コーティングフィルタ１０７及び集光レンズ１１２を順次に通
過した後に回転カラーホイール１０３の反射カラーセグメント２０１２に入射し、当該反
射カラーセグメント２０１２が励起光λＢを領域コーティングフィルタ１０７上に反射し
、その後、当該励起光、すなわち青色光λＢが領域コーティングフィルタ１０７及び反射
ミラー１０８により反射された後に分光システム１０４に入る。第２の時系列において、
励起光源１０１が発光した励起光λＢは、回転カラーホイール１０３の蛍光カラーセグメ
ント２０１１に入射し、当該蛍光カラーセグメント２０１１上の黄色光蛍光体粉末が励起
光λＢの照射下で黄色光λＹを発生し、黄色光λＹが領域コーティングフィルタ１０７及
び反射ミラー１０８により反射された後に分光システム１０４に入る。第３の時系列にお
いて、第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２及び第２の補償光源１０２
２が発光した第２の補償光λＧ２は、回転カラーホイール１０３の第２の領域２０２に入
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射し、第２の領域２０２により透過された後に領域コーティングフィルタ１０７に入射し
、その後、当該第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２及び第２の補償光、すなわちシアン
光λＧ２が領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に
分光システム１０４に入る。
【００４７】
　第１の時系列において、分光システム１０４は反射後の励起光、すなわち青色光λＢを
第２の光路に沿って伝送させることにより、第２の光変調器１０６が青色光λＢを変調し
、第１の光変調器１０５が第１の時系列においてフリーであるので、第１の時系列におい
て第１の光変調器１０５を接地させることができ、図６に示すように、デコーダＤＶＩは
ソース信号を復号した後にフレーム毎の画像のＲＧＢ信号を出力し、これにより、第１の
光変調器１０５のプロセッサＤＤＰ１とデジタルマイクロミラーデバイスＤＭＤ１、及び
第２の光変調器１０６のプロセッサＤＤＰ２とデジタルマイクロミラーデバイスＤＭＤ２
は、光源から出射された相応的な色の光を変調する。第２の時系列において、分光システ
ム１０４は黄色光λＹを、第１の光路に沿って伝送される赤色光λＲ１及び第２の光路に
沿って伝送される緑色光λＧ１に分光することにより、第１の光変調器１０５が赤色光λ

Ｒ１を変調し、第２の光変調器１０６が緑色光λＧ１を変調する。第３の時系列において
、分光システム１０４は第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２を第１の光路に沿って伝送
させ、第２の補償光、すなわちシアン光λＧ２を第２の光路に沿って伝送させることによ
り、第１の光変調器１０５が赤色光λＲ２を変調し、第２の光変調器１０６はシアン光λ

Ｇ２を変調し、これにより、変調後の青色光λＢ、赤色光λＲ１、緑色光λＧ１、赤色光
λＲ２、シアン光λＧ２を画像に合成して、投影レンズ１１３によってスクリーン上に投
影する。
【００４８】
　なお、本実施例における投影システムは、励起光源１０１を第１の時系列及び第２の時
系列においてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し、補償光源１０２
を第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフにするよ
うに制御するコントローラをさらに含む。そのうち、励起光源１０１及び補償光源１０２
のオン・オフの時系列、回転カラーホイール１０３の各カラーセグメントの時系列及び第
１の光変調器１０５と第２の光変調器１０６の変調時系列は、図７に示されている。
【００４９】
　このように、赤色光λＲ１及び赤色光λＲ２が時系列において混合され、第１の光変調
器１０５に同じ信号が与えられた場合、第１の光変調器１０５は、赤色光の色域を増大す
るように、赤色光λＲ１及び赤色光λＲ２に対して同調に階調変調を行い、同様に、シア
ン光λＧ２及び緑色光λＧ１が時系列において混合され、第２の光変調器１０６に同じ信
号が与えられた場合、第２の光変調器１０６は、緑色光の色域を増大するように、シアン
光λＧ２及び緑色光λＧ１に対して同調に階調変調を行い、これにより、合成された投影
画像がよりＤＣＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ，デジ
タル著作権識別子システム）規格及びＲＥＣ．７０９規格を満たし、かつ、異なるプロジ
ェクタに対して、その色座標をＤＣＩ規格及びＲＥＣ．７０９規格の緑色光色座標及び赤
色光色座標の近傍に補正して、異なる投影システムの色域を一致させることができる。そ
のうち、本発明では、補償光により補正された投影画像ＬＰの色域は、図８に示されてい
る。
【００５０】
　本実施例が提供する投影システムにおいて、補償光は第２の領域を透過した後に異なる
色の光と投影画像に合成し、補償光が蛍光体粉末上に照射する必要がなく直接に透過する
ことにより、投影画像の色域を補正した上、補償光の散乱損失が低減され、補償光の利用
率が向上する。
【実施例４】
【００５１】
　本実施例は投影システムを提供し、本実施例における投影システムは、上記実施例が提
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供する投影システムの構造とほぼ同じであり、その相違点は、本実施例における回転カラ
ーホイール４０３は、図３に示すように、第１の領域４０４と第２の領域４０５とを含む
。第１の領域４０４は、第１の時系列において励起光の照射下で黄色光を発生する蛍光カ
ラーセグメント４０４１と、第２の時系列において励起光及び第１の補償光を透過させ、
または、第２の時系列において励起光及び第２の補償光を透過させる透明カラーセグメン
ト４０４２とを含む。第２の領域４０５は第３の時系列において第１の補償光及び第２の
補償光を透過させる具体的に、蛍光カラーセグメント４０４１は、黄色光蛍光体粉末を有
するカラーセグメントであり、透明カラーセグメント４０４２及び第２の領域４０５は、
透過型拡散カラーセグメントである。
【００５２】
　図９に示すように、本実施例における投影システムは、少なくとも一つのダイクロイッ
クミラー、例えばダイクロイックミラー１１４及び１１５をさらに含む。ダイクロイック
ミラー１１４は、補償光源１０２と回転カラーホイール４０３との間に設けられており、
補償光を透過させて励起光を反射するものであり、ダイクロイックミラー１１５は、補償
光及び被励起光を透過させて、励起光を反射するものである。
【００５３】
　本実施例では、第１の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢは順次に
コリメートレンズ１１１、領域コーティングフィルタ１０７及び集光レンズ１１２を通過
した後に回転カラーホイール４０３の蛍光カラーセグメント４０４１に入射し、当該蛍光
カラーセグメント４０４１上の黄色光蛍光体粉末が励起光λＢの照射下で黄色光λＹを発
生し、黄色光λＹが領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射さ
れた後に分光システム１０４に入る。第２の時系列において、励起光源１０１が発光した
励起光λＢが回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４２に入射し、当該
励起光、すなわち、青色光λＢが回転カラーホイール４０３を透過した後、ダイクロイッ
クミラー１１４及び１１５により反射されて分光システム１０４に入り、同時に、第２の
時系列において、第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２がダイクロイッ
クミラー１１４を透過した後に回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４
２に入射し、当該第１の補償光λＲ２が回転カラーホイール４０３を透過した後に、領域
コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に分光システム１
０４に入る。第３の時系列において、第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λ

Ｒ２及び第２の補償光源１０２２が発光した第２の補償光λＧ２は、回転カラーホイール
４０３の第２の領域４０５に入射し、第２の領域４０５により透過された後に領域コーテ
ィングフィルタ１０７に入射し、その後、当該第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２及び
第２の補償光、すなわちシアン光λＧ２が領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラ
ー１０８により反射された後に分光システム１０４に入る。
【００５４】
　第１の時系列において、分光システム１０４は、黄色光λＹを第１の光路に沿って伝送
される赤色光λＲ１及び第２の光路に沿って伝送される緑色光λＧ１に分光し、第１の光
変調器１０５が赤色光λＲ１を変調し、第２の光変調器１０６が緑色光λＧ１を変調する
。第２の時系列において、分光システム１０４は第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２を
第１の光路に沿って伝送させ、反射後の励起光、すなわち、青色光λＢを第２の光路に沿
って伝送させ、第１の光変調器１０５が第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２を変調し、
第２の光変調器１０６が青色光λＢを変調する。第３の時系列において、分光システム１
０４は、第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２を第１の光路に沿って伝送させ、第２の補
償光、すなわちシアン光λＧ２を第２の光路に伝送させ、第１の光変調器１０５が赤色光
λＲ２を変調し、第２の光変調器１０６がシアン光λＧ２を変調し、これにより、変調後
の青色光λＢ、赤色光λＲ１、緑色光λＧ１、赤色光λＲ２、シアン光λＧ２を画像に合
成して投影レンズ１１３によってスクリーン上に投影する。そのうち、第１の光変調器１
０５及び第２の光変調器１０６の制御方式は図１０に示されている。
【００５５】
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　なお、本実施例における投影システムは、励起光源１０１を第１の時系列及び第２の時
系列においてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し、第２の補償光源
を第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列においてオフにするよ
うに制御し、第１の補償光源を第２の時系列及び第３の時系列においてオンにし、第１の
時系列においてオフにするように制御するコントローラをさらに含む。そのうち、励起光
源１０１、第１の補償光源１０２１及び第２の補償光源１０２２のオン・オフの時系列、
回転カラーホイール１０３の各カラーセグメントの時系列及び第１の光変調器１０５と第
２の光変調器１０６の変調時系列は、図１１に示されている。
【００５６】
　本実施例の他の実施形態において、コントローラはさらに励起光源１０１を常時オンに
するように制御し、この場合、分光システム１０４は、第１の時系列において黄色光λＹ

を第１の光路に沿って伝送される緑色光λＧ１、第２の光路に沿って伝送される赤色光λ

Ｒ１及び第３の光路に沿って伝送される励起光λＢに分光し、第２の時系列において第１
の補償光、すなわち赤色光λＲ２を第２の光路に沿って伝送させ、透過後の励起光λＢを
第１の光路及び第３の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において第１の補償光、すな
わち赤色光λＲ２を第２の光路に沿って伝送させ、前記第２の補償光、すなわちシアン光
λＧ２を第１の光路に沿って伝送させ、透過後の励起光λＢを第３の光路に沿って伝送さ
せ、かつ、光変調システムは、第１の光路から伝送された光を変調する第１の光変調器１
０５と、第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器１０６と、第３の光路か
ら伝送された光を変調する第３の光変調器（図示せず）とを含み、変調タイミングチャー
トは図１２に示されている。
【００５７】
　本発明の他の実施例において、コントローラは、励起光源１０１を第１の時系列及び第
２の時系列においてオンにし、第３の時系列においてオフにするように制御し、第１の補
償光源１０２１を第３の時系列においてオンにし、第１の時系列及び第２の時系列におい
てオフにするように制御し、第２の補償光源１０２２を第２の時系列及び第３の時系列に
おいてオンにし、第１の時系列においてオフにするように制御する。そのうち、励起光源
１０１、第１の補償光源１０２１及び第２の補償光源１０２２のオン・オフの時系列、回
転カラーホイール１０３の各カラーセグメントの時系列及び第１の光変調器１０５と第２
の光変調器１０６の変調時系列は、図１３に示されている。
【００５８】
　本実施例の他の実施形態において、コントローラは、さらに励起光源１０１を常時オン
にするように制御し、この場合、前記分光システムは、第１の時系列において前記黄色光
λＹを第１の光路に沿って伝送される赤色光λＲ１、第２の光路に沿って伝送される緑色
光λＧ１及び第３の光路に沿って伝送される励起光λＢに分光し、第２の時系列において
透過後の励起光λＢを第１の光路及び第３の光路に沿って伝送させ、第２の補償光、すな
わちシアン光λＧ２を第２の光路に沿って伝送させ、第３の時系列において第１の補償光
、すなわち赤色光λＲ２を第１の光路に沿って伝送させ、第２の補償光、すなわちシアン
光λＧ２を第２の光路に沿って伝送させ、透過後の励起光λＢを第３の光路に沿って伝送
させる。そして、光変調システムは、第１の光路から伝送された光を変調する第１の光変
調器１０５と、第２の光路から伝送された光を変調する第２の光変調器１０６と、第３の
光路から伝送された光を変調する第３の光変調器（図示せず）とを含み、変調タイミング
チャートは図１４に示されている。
【００５９】
　第１の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢは、順次にコリメートレ
ンズ１１１、領域コーティングフィルタ１０７及び集光レンズ１１２を通過した後に回転
カラーホイール４０３の蛍光カラーセグメント４０４１に入射し、当該蛍光カラーセグメ
ント４０４１上の黄色光蛍光体粉末が励起光λＢの照射下で黄色光λＹを発生し、黄色光
λＹが領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に分光
システム１０４に入る。第２の時系列において、励起光源１０１が発光した励起光λＢは
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回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４２に入射し、当該励起光、すな
わち、青色光λＢが回転カラーホイール４０３を透過した後、ダイクロイックミラー１１
４及び１１５により反射されて分光システム１０４に入り、同時に、第２の時系列におい
て、第２の補償光源１０２２が発光した第２の補償光λＧ２がダイクロイックミラー１１
４を透過した後に回転カラーホイール４０３の透明カラーセグメント４０４２に入射し、
当該第２の補償光λＧ２が回転カラーホイール４０３を透過した後に、領域コーティング
フィルタ１０７及び反射ミラー１０８により反射された後に分光システム１０４に入る。
第３の時系列において、第１の補償光源１０２１が発光した第１の補償光λＲ２及び第２
の補償光源１０２２が発光した第２の補償光λＧ２が回転カラーホイール４０３の第２の
領域４０５に入射し、第２の領域４０５により透過された後に領域コーティングフィルタ
１０７に入射し、その後、当該第１の補償光、すなわち赤色光λＲ２及び第２の補償光、
すなわちシアン光λＧ２は領域コーティングフィルタ１０７及び反射ミラー１０８により
反射された後に分光システム１０４に入る。
【００６０】
　第１の時系列において、分光システム１０４は、黄色光λＹを第１の光路に沿って伝送
される赤色光λＲ１及び第２の光路に沿って伝送される緑色光λＧ１に分光し、第１の光
変調器１０５が赤色光λＲ１変調をし、第２の光変調器１０６が緑色光λＧ１を変調する
。第２の時系列において、分光システム１０４は反射後の励起光、すなわち青色光λＢを
第１の光路に沿って伝送させ、第２の補償光、すなわちシアン光λＧ２を第２の光路に沿
って伝送させ、第１の光変調器１０５が青色光λＢを変調し、第２の光変調器１０６がシ
アン光λＧ２を変調する。第３の時系列において、分光システム１０４は第１の補償光、
すなわち赤色光λＲ２を第１の光路に沿って伝送させ、第２の補償光、すなわちシアン光
λＧ２を第１の光路に沿って伝送させ、第１の光変調器１０５が赤色光λＲ２を変調し、
第２の光変調器１０６がシアン光λＧ２を変調し、これにより、変調後の青色光λＢ、赤
色光λＲ１、緑色光λＧ１、赤色光λＲ２、シアン光λＧ２を画像に合成して、投影レン
ズ１１３によってスクリーン上に投影される。第１の光変調器１０５及び第２の光変調器
１０６の制御方式は図１５に示されている。本実施例が提供する投影システムは、第１の
補償光によって赤色光の色域を補償し、第２の補償光によって緑色光の色域を補償し、か
つ、補償光が蛍光体粉末上に照射する必要がなく直接に透過することにより、投影画像の
色域を補正した上、補償光の散乱損失が低減され、補償光の利用率が向上する。
【００６１】
　本明細書において各実施例について段階的に説明しており、各々の実施例について他の
実施例との相違点を中心として説明し、各々の実施例間の同一や類似する部分については
互いに参照すればよい。実施例に公開の装置に対して、実施例に公開の方法に対応するの
で、その説明が比較的に簡単であり、関連する部分については方法部分の説明を参照すれ
ばよい。
【００６２】
　公開する実施例の上記説明は、当業者が本発明を実現又は使用できるようなものである
。これらの実施例に対する種々の変更は当業者にとって自明であり、本明細書において定
義される一般原理は、本発明の旨又は範囲を逸脱しない限り、その他の実施例で実現可能
である。したがって、本発明は本明細書に示されるこれらの実施例に限られず、本明細書
に公開の原理及び新規な特徴に一致する最も広い範囲である。
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